
 

平 成 １ ７ 年 度 技 術 士 第 二 次 試 験 問 題  

 

 

必 須 科 目 （ １ ９ ） 環 境 一 般  

 

Ⅱ ― １  次 の ２ ０ 問 の う ち 1 5 問 題 を 選 ん で 解 答 せ よ 。

（ 解 答 欄 に １ つ だ け マ ー ク す る こ と 。）  

 

Ⅱ ― １ ― １  近 年 は 中 高 年 ま で も 含 む 登 山 ブ ー ム で

あ り 、 各 地 で 山 々 の 観 光 化 が 進 ん で い る 。 美 し い 山 峰

は 、多 く の 自 然 公 園 と も 関 わ り が 深 い 。次 の う ち 、「 日

本 百 名 山 」 に も 数 え ら れ 全 国 的 に 名 高 い 山 名 ＜ 山 頂 名

＞ と 、 そ の 属 す る 公 園 名 の 組 合 せ と し て 正 し い も の を

選 べ 。  

① 十 勝 岳 、 ト ム ラ ウ シ 山 、 羅 臼 岳 、 大 雪 山 ＜ 旭 岳 ＞ 、

利 尻 岳      大 雪 山 国 立 公 園  

② 月 山 、 飯 豊 山 、 蔵 王 山 ＜ 熊 野 岳 ＞ 、 吾 妻 山 ＜ 西 吾 妻

山 ＞ 、 那 須 岳 ＜ 茶 臼 岳 ＞      磐 梯 朝 日 国 立 公 園  

③ 男 体 山 、 至 仏 山 、 妙 高 山 、 赤 城 山 ＜ 黒 檜 山 ＞ 、 谷 川

岳 ＜ オ キ ノ 耳 ＞      日 光 国 立 公 園  

④ 立 山 ＜ 大 汝 山 ＞ 、 鹿 島 槍 ヶ 岳 、 穂 高 岳 ＜ 奥 穂 高 岳 ＞ 、

薬 師 岳 、 乗 鞍 岳 ＜ 剣 ヶ 峰 ＞     中 部 山 岳 国 立 公 園  

⑤ 仙 丈 岳 、 北 岳 、 金 峰 山 、 白 山 ＜ 御 前 峰 ＞ 、 鳳 凰 山 ＜

観 音 岳 ＞      南 ア ル プ ス 国 立 公 園  



 1

Ⅱ ― １ ― ２  我 が 国 が 参 加 す る 自 然 環 境 の 保 全 に 関

す る 国 際 的 な 取 り 組 み に 関 す る 次 の 記 述 に つ い て 、 正

し い も の を 選 べ 。  

① 森 林 の 保 全 と 持 続 可 能 な 経 営 を 評 価 す る た め の 基

準 ・ 指 標 に つ い て の 国 際 的 な 取 り 組 み が 進 め ら れ て

い る が 、 我 が 国 は 、 欧 州 以 外 の 温 帯 林 ・ 熱 帯 林 を 対

象 と し た 「 モ ン ト リ オ ー ル ・ プ ロ セ ス 」 に 参 加 し て

い る 。  

② 平 成 １ ４ 年 １ １ 月 に 開 催 さ れ た 「 ラ ム サ ー ル 条 約 」

第 ８ 回 締 約 国 会 議 で 、 宮 島 沼 （ 北 海 道 ）、 藤 前 干 潟 （ 愛

知 県 ） 及 び 尾 瀬 ヶ 原 （ 福 島 県 、 新 潟 県 、 群 馬 県 ） が ラ

ム サ ー ル 条 約 と し て 登 録 さ れ た 。  

③ 「 砂 漠 化 対 処 条 約 」 の も と で 平 成 １ ５ 年 に 開 催 さ れ

た 第 ６ 回 締 約 国 会 議 で 、 開 発 途 上 国 が 行 う 地 球 環 境 保

全 の た め の プ ロ ジ ェ ク ト に 対 し 有 償 金 協 力 と し て 、 地

球 環 境 フ ァ ン ド （ Ｇ Ｅ Ｆ ） を 同 条 約 の 資 金 メ カ ニ ズ ム

に 加 え る こ と が 決 議 さ れ た 。  

④ 遺 伝 子 組 み 換 え 生 物 の 利 用 に よ る 生 物 多 様 性 へ の

悪 影 響 を 防 止 す る た め の 国 際 的 な 枠 組 み で あ る 。「 カ

ル タ ヘ ナ 議 定 書 」 に 対 応 す る た め 、 我 が 国 は 国 内 制 度

を 整 備 し 、 平 成 １ ５ 年 に 同 議 定 書 を 締 結 し た 。  

⑤ 我 が 国 で は 、「 世 界 の 文 化 遺 産 及 び 自 然 遺 産 の 保 護

に 関 す る 条 約 」 に 基 づ く 世 界 自 然 遺 産 と し て 、 屋 久 島 、

白 神 産 地 に 加 え 、 平 成 １ ６ 年 １ 月 ま で に 知 床 な ど ５ 地

域 が 登 録 さ れ た 。  
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Ⅱ ― １ ― ３  次 の 各 計 画 と そ の 根 拠 と な っ て い る 法

律 名 の 組 合 せ で 、 誤 っ て い る も の を 選 べ 。  

① 「 京 都 議 定 書 目 標 達 成 計 画 」 ― 「 地 球 温 暖 化 対 策 の

推 進 に 関 す る 法 律 」  

② 「 公 害 防 止 計 画 」 ― 「 環 境 基 本 法 」  

③ 「 交 通 公 害 防 止 計 画 」 ― 「 自 動 車 Ｎ Ｏ ｘ ・ Ｐ Ｍ 法 」  

④ 「 環 境 基 本 計 画 」 ― 「 環 境 基 本 法 」  

⑤ 「 循 環 型 社 会 形 成 推 進 基 本 計 画 」 ― 「 循 環 型 社 会 形

成 推 進 基 本 法 」  

Ⅱ ― １ ― ４  京 都 議 定 書 に 関 す る 次 の 記 述 の う ち 、 正

し い も の を 選 べ 。  

① 京 都 議 定 書 で は 、 排 出 の 抑 制 及 び 削 減 に 関 す る 数 量

化 さ れ た 約 束 の 対 象 と な る 温 室 効 果 ガ ス を 二 酸 化

炭 素 、 メ タ ン 、 一 酸 化 二 窒 素 、 ハ イ ド ロ フ ル オ ロ カ

ー ボ ン 、 パ ー フ ル オ ロ カ ー ボ ン 、 二 酸 化 硫 黄 と し て

い る 。  

② 京 都 議 定 書 で は 、 気 候 変 動 枠 組 条 約 に お け る 附 属 書

Ⅰ 国 （ 主 に 先 進 国 ） の 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 に つ い て 、

法 的 拘 束 力 の あ る 数 値 目 標 を 設 定 し て い る 。 こ の 数

値 目 標 は 、 基 準 排 出 量 と 比 べ て 、 例 え ば 米 国 - ６ ％ 、

ロ シ ア ０ ％ 、 日 本 は - ８ ％ と 定 め ら れ て い る 。  

③ 共 同 実 施 （ J I ） は 、 非 附 属 書 Ⅰ 国 （ 途 上 国 ） 同 士 が

協 力 し て 、 非 附 属 書 Ⅰ 国 内 に お い て 排 出 削 減 （ 又 は 吸  

収 増 大 ） プ ロ ジ ェ ク ト を 実 施 し 、 そ の 結 果 生 じ た 排

出 削 減 量 （ 又 は 吸 収 増 大 量 ） に 基 づ い て ク レ ジ ッ ト
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（ Ｅ Ｒ Ｕ ） が 発 行 さ れ る 仕 組 み で あ る 。  

④ ク リ ー ン 開 発 メ カ ニ ズ ム （ Ｃ Ｄ Ｍ ） は 、 附 属 書 Ⅰ 国

（ 主 に 先 進 国 ） が 関 与 し て 、 非 附 属 書 Ⅰ 国 （ 途 上 国 ）  

に お い て 排 出 削 減 （ 又 は 吸 収 増 大 ） プ ロ ジ ェ ク ト を

実 施 し 、 そ の 結 果 生 じ た 排 出 削 減 量 （ 又 は 吸 収 増 大

量 ） に 基 づ い て ク レ ジ ッ ト （ Ｃ Ｅ Ｒ ） が 発 行 さ れ る

仕 組 み で あ る 。  

⑤ 京 都 議 定 書 は 、 2 0 0 4 年 1 1 月 に ロ シ ア が こ れ を 批 進

し た こ と に よ り 、 発 効 要 件 を 満 た し 、 2 0 0 5 年 2 月 に

発 効 し た が 、 2 0 0 5 年 3 月 現 在 、 京 都 議 定 書 を 批 進 し

て い な い 附 属 書 Ⅰ 国 （ 主 に 先 進 国 ） に は 、 米 国 、 オ

ー ス ト ラ リ ア 、 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 、 ブ ラ ジ ル な ど が

含 ま れ る 。  

Ⅱ ― １ ― ５  廃 棄 物 処 理 に 関 す る 次 の 記 述 の う ち 、 正

し い も の を 選 べ 。  

① 自 動 車 リ サ イ ク ル 法 に よ れ ば 、 自 動 車 が 使 用 済 み と

な っ た 場 合 、 そ の 自 動 車 か ら 発 生 す る フ ロ ン 類 、 エ

ア バ ッ ク 類 及 び シ ュ レ ッ ダ ー ダ ス ト を 自 動 車 製 造

業 者 等 が 引 き 取 り 、 リ サ イ ク ル （ フ ロ ン 類 に つ い て

は 破 壊 ） す る 。  

② 平 成 1 0 年 か ら 平 成 1 5 年 の 期 間 で 、 産 業 廃 棄 物 の 不

法 投 棄 の 推 移 を み る と 、 不 法 投 棄 件 数 、 不 法 投 棄 量

は 、 と も に 増 大 し 続 け て い る 。  

③ 平 成 1 4 年 度 に お け る 全 国 の 一 般 廃 棄 物 の 排 出 及 び

処 理 状 況 等 の 調 査 結 果 に よ れ ば 、 前 年 度 に 比 べ て 、
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ご み 総 排 出 量 と 最 終 処 分 量 は 増 加 し 、 総 資 源 化 量 ・

リ サ イ ク ル 率 は 減 少 し た 。  

④ 循 環 型 社 会 形 成 推 進 地 域 計 画 は 、 市 町 村 （ 人 口 ５ 万

人 以 上 又 は 面 積 4 0 0 k m 2 以 上 の 計 画 対 象 地 域 を 構 成 す

る ） を 対 象 に 、 廃 棄 物 の 焼 却 処 理 ・ 埋 め 立 て を 総 合 的

に 推 進 す る こ と を 目 的 と し て 策 定 さ れ る 。  

⑤ 平 成 1 5 年 度 に お け る 容 器 包 装 リ サ イ ク ル 法 に 基 づ

く 分 別 収 集 を 実 施 す る 市 町 村 数 は 増 加 し 、 ま た 、 分

別 収 集 量 、 再 商 品 化 も 増 加 し て い る 。  

Ⅱ ― １ ― ６  化 学 物 質 対 策 に 関 す る 次 の 記 述 の う ち 、

正 し い も の を 選 べ 。  

① 「 化 学 物 質 の 審 査 及 び 製 造 等 の 規 制 に 関 す る 法 律 」

は 、 難 分 解 性 の 性 状 を 有 し 、 か つ 、 人 の 健 康 を 損 な

う お そ れ 又 は 動 植 物 の 生 息 若 し く は 生 育 に 支 障 を

お よ ぼ す お そ れ が あ る 化 学 物 質 に 着 目 し て 規 制 を

行 っ て い る 。  

② 「 ポ リ 塩 化 ビ フ ェ ニ ル 廃 棄 物 の 適 正 な 処 理 の 推 進 に

関 す る 特 別 措 置 法 」（ Ｐ Ｃ Ｂ 対 策 特 別 措 置 法 ） の 施

行 に よ り 、 拠 点 的 な 処 理 施 設 の 整 備 が 進 め ら れ 、 国

内 に 保 管 さ れ て い た Ｐ Ｃ Ｂ 廃 棄 物 の 無 害 化 処 理 は

現 在 ほ と ん ど 完 了 し て い る 。  

③ 「 残 留 性 有 機 汚 染 物 質 に 関 す る ス ッ ト ク ホ ル ム 条

約 」（ Ｐ Ｏ Ｐ s 条 約 ） の 対 象 1 2 物 質 は 、 過 去 何 ら か の  

用 途 が あ っ て 製 造 さ れ た も の で あ り 、 非 意 図 的 に 生

成 す る 物 質 は 含 ま れ て い な い 。  
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④ 厚 生 労 働 省 の 平 成 1 4 年 度 の 調 査 結 果 で は 、 わ が 国

の １ 人 あ た り の ダ イ オ キ シ ン 類 の 食 品 か ら の 摂 取

量 は 、 平 成 9 年 度 か ら ほ ぼ 横 這 い で 、 減 少 の 傾 向 に

は な い 。  

⑤ 「 土 壌 汚 染 対 策 法 」 で は 、 土 壌 の 特 定 有 害 物 質 に よ

る 汚 染 の 状 況 の 把 握 に 関 す る 措 置 及 び そ の 汚 染 に

よ る 人 の 生 活 環 境 に か か る 被 害 の 防 止 に 関 す る 措

置 を 定 め 、 国 民 の 安 全 性 を 確 保 す る こ と と を 目 的 と

し て い る 。  

Ⅱ ― １ ― ７  世 界 の 保 護 地 域 に 関 す る 次 の 記 述 の う

ち 、 正 し い も の を 選 べ 。  

① 国 際 自 然 保 護 連 合 （ Ｉ Ｕ Ｃ Ｎ ） に よ る 保 護 地 域 の カ

テ ゴ リ ー 区 分 で は 、 国 立 公 園 と は 主 に 景 観 保 全 と 自

然 資 源 の 持 続 可 能 な 利 用 と を 目 的 と す る 保 護 地 域

で あ る 。  

② 「 ラ ム サ ー ル 条 約 」 で は 、 内 水 面 の 湿 地 の み が 登 録

対 象 で 、 海 域 の 干 潟 は 対 象 と な ら な い 。  

③ 途 上 国 を 中 心 と し た 熱 帯 林 開 発 な ど の の た め に 、 世

界 の 陸 地 の 保 護 地 域 面 積 は 最 近 の 2 0 年 間 で 半 減 し

て い る 。  

④ 「 世 界 遺 産 条 約 」 に 基 づ い て 、 我 が 国 で 自 然 遺 産 が

登 録 さ れ た の は 、「 世 界 遺 産 条 約 」 の 採 択 か ら ２ ０

年 以 上 も 後 で あ る 。  

⑤ 「 生 物 多 様 性 条 約 」 に 基 づ く 原 生 自 然 環 境 保 全 地 域

と し て 、 我 が 国 で は 知 床 、 十 勝 川 源 流 部 、 白 山 、 南
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硫 黄 島 、 大 井 川 源 流 部 、 屋 久 島 の 6 地 域 が 指 定 さ れ

て い る 。  

Ⅱ ― １ ― ８  「 環 境 影 響 評 価 法 」 の 目 的 規 定 に 関 す る

記 述 と し て 、 下 線 を 付 し た 箇 所 の う ち 、 誤 っ て い る も

の を 選 べ 。  

こ の 法 律 は 、 ① 土 地 の 形 状 の 変 更 、 工 作 物 の 親 設 等 の

事 業 の 実 施 に 当 た り あ ら か じ め 環 境 影 響 評 価 を 行

う こ と が 環 境 の 保 全 上 極 め て 重 要 で あ る こ と を に

か ん が み 、 環 境 影 響 評 価 に つ い て ② 事 業 者 の 責 務 を

明 ら か に す る と と も に 、 規 模 が 大 き く 環 境 影 響 の 程

度 が 著 し い も の と な る ③ お そ れ が あ る 事 業 に つ い

て 環 境 影 響 評 価 が 適 切 か つ 円 滑 に お こ な わ れ る た

め の 手 続 そ の 他 所 要 の 事 項 を 定 め 、 そ の 手 続 等 に よ

っ て 行 わ れ た 環 境 影 響 評 価 の 結 果 を そ の 事 業 に 係

る ④ 環 境 の 保 全 の た め の 措 置 そ の 他 の そ の 事 業 に

関 す る ⑤ 決 定 に 反 映 さ せ る た め の 措 置 を と る こ と

等 に よ り 、 そ の 事 業 に 係 る 環 境 の 保 全 に つ い て 適 正

な 配 慮 が な さ れ る こ と を 確 保 し 、 も っ て 現 在 及 び 将

来 の 国 民 の 健 康 で 文 化 的 な 生 活 の 確 保 に 資 す る こ

と を 目 的 と す る 。  

Ⅱ ― １ ― ９  次 の 記 述 の う ち 、 土 壌 汚 染 対 策 法 施 行 規

則 第 ５ 条 第 四 項 第 二 号 の 規 定 に 基 づ く 環 境 大 臣 が 定

め る 土 壌 調 査 対 象 物 質 に 係 る 内 容 （ 含 有 量 調 査 の 測 定

法 等 ） と し て 、 誤 っ て い る も の を 選 べ 。  

① 特 定 有 害 物 質 と し て 指 定 さ れ て い る 物 質 は 、 カ ド ミ
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ウ ム 及 び そ の 化 合 物 、 銅 及 び そ の 化 合 物 、 六 価 ク ロ

ム 化 合 物 、 シ ア ン 化 合 物 、 水 銀 及 び そ の 他 の 化 合 物 、

セ レ ン 及 び そ の 化 合 物 、 鉛 及 び そ の 化 合 物 、 砒 素 及

び そ の 化 合 物 、 ふ っ 素 及 び そ の 化 合 物 、 ほ う 素 及 び

そ の 化 合 物 の 1 0 項 目 で あ る 。  

② 採 取 し た 土 壌 は ポ リ エ チ レ ン 製 容 器 又 は 測 定 の 対

象 と す る 物 質 が 吸 着 も し く は 溶 出 し な い 容 器 に 収

め る 。 試 験 は 土 壌 採 取 後 直 ち に 行 う 。 試 験 を 直 ち に

行 え な い 場 合 に は 、 暗 所 に 保 存 し 、 で き る だ け 速 や

か に 試 験 を 行 う 。  

③ 採 取 し た 土 壌 は 風 乾 し 、 中 小 礫 、 木 片 等 を 除 き 、 土

塊 、 団 粒 を 粗 砕 し た 後 、 非 金 属 製 の 2 m m の 目 の ふ る

い を 通 過 さ せ て 得 た 土 壌 を 十 分 混 合 し た も の を 分

析 用 試 料 と す る 。  

④ 作 成 し た 試 料 の 重 量 と こ れ を 摂 氏 1 0 5 ℃ で 約 4 時 間

乾 燥 し て え た も の の 重 量 を 比 べ て 当 該 試 料 に 含 ま

れ る 水 分 の 量 を 測 定 し 、 別 に 定 め ら れ た 方 法 で 測 定

さ れ た 対 象 物 質 の 量 を 当 該 乾 燥 し て 得 た も の 1 k g に

含 ま れ る 量 に 換 算 し て 表 示 す る 。  

⑤ 特 定 有 害 物 質 土 壌 含 有 量 測 定 を お こ な う た め の 検  

液 の 作 成 方 法 は 、 以 下 の ３ 法 に 大 別 さ れ る 。（ １ ）

濃 度 の 規 定 さ れ た 塩 酸 と 一 定 の 割 合 の 試 料 を 混 合

し 常 温 、 常 圧 下 で 振 と う 機 を 用 い て 2 時 間 連 続 し て

振 と う 処 理 し て 作 製 す る 。（ ２ ） 濃 度 の 規 定 さ れ た

炭 酸 ナ ト リ ウ ム 、 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム 混 合 溶 液 を 用
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い て 上 述 と 同 様 に 処 理 す る 。（ ３ ） 蒸 留 フ ラ ス コ に

試 料 と 水 を 入 れ 、 中 和 し た 後 一 定 量 の 酢 酸 亜 鉛 溶 液

及 び 硫 酸 を 入 れ て 蒸 留 し 、 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 溶 液 に

留 出 分 を ト ラ ッ プ し て 処 理 す る 。  

Ⅱ ― １ ― １ ０  現 在 進 め ら れ た 入 る 自 然 再 生 事 業 に

お い て 「 自 然 再 生 」 の 基 本 理 念 と し て 適 切 で な い も の

を 次 の 中 か ら 選 べ 。  

① 生 物 の 多 様 性 の 確 保 を 通 じ て 、 自 然 と 共 生 す る 社 会

の 実 現 等 を 旨 と す る こ と 。  

② 専 ら 行 政 機 関 に よ っ て 、 透 明 性 を 確 保 し つ つ 自 主 的

か つ 積 極 的 に 行 わ れ る こ と 。  

③ 地 域 の 自 然 環 境 の 特 性 、 自 然 の 復 元 力 、 生 態 系 の 微

妙 な 均 衡 を 踏 ま え 、 か つ 、 科 学 的 な 知 見 に 基 づ い て

行 わ れ る こ と 。  

④ 自 然 再 生 事 業 の 着 手 後 も 自 然 再 生 の 状 況 を 監 視 し 、

そ の 結 果 に 科 学 的 な 評 価 を 加 え 、 こ れ を 事 業 に 反 映

さ せ る 方 法 に よ り 行 わ れ る こ と 。  

⑤ 自 然 環 境 学 習 の 場 と し て の 活 用 へ の 配 慮 が 必 要 な

こ と 。  

Ⅱ ― １ ― １ １  新 幹 線 鉄 道 騒 音 の 測 定 ・ 評 価 の 方 法 と

し て 誤 っ て い る も の を 次 ぎ の 中 か ら 選 べ 。  

① 原 則 と し て 連 続 し て 通 過 す る 2 0 本 の 列 車 に つ い て 、

各 列 車 の 騒 音 の ピ ー ク レ ベ ル を 読 み 取 る 。  

② 騒 音 計 の 動 特 性 は 遅 い 動 特 性 （ S L O W ） を 用 い る 。  

③ 測 定 は 、 屋 外 に お い て 原 則 と し て 地 上 1 . 2 m の 高 さ
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で 行 う 。  

④ 測 定 点 は 、 当 該 地 域 の 新 幹 線 鉄 道 騒 音 を 代 表 す る と

認 め ら れ る 地 点 の ほ か 新 幹 線 鉄 道 騒 音 が 問 題 と な

る 地 点 を 選 定 す る 。  

⑤ 評 価 は 、 定 め ら れ た 方 法 で 求 め た 測 定 値 の 大 き さ が

上 位 半 数 の も の を 算 術 平 均 し て 行 う 。  

Ⅱ ― １ ― １ ２  「 絶 滅 の お そ れ の あ る 野 生 動 植 物 の 種

の 保 存 に 関 す る 法 律 」 に 関 す る 次 の 記 述 の う ち 、 正 し

い も の を 選 べ 。  

① 国 内 希 少 野 生 動 植 物 種 に 指 定 さ れ て い て も 生 息 地

保 護 区 外 な ら 捕 獲 、 採 取 は 規 制 さ れ な い 。  

② 国 内 希 少 野 生 動 植 物 種 の 生 息 ・ 生 育 地 の ほ と ん ど が

生 息 地 等 保 護 区 に 指 定 さ れ て い る 。  

③ 生 息 地 等 保 護 区 の 管 理 地 区 内 で 工 作 物 を 新 築 す る

場 合 に は 環 境 大 臣 の 許 可 が 必 要 で あ る 。  

④ 国 内 希 少 野 生 動 植 物 種 の う ち 、 特 に 保 護 増 殖 事 業 が

急 が れ る 種 は 緊 急 指 定 種 に 指 定 さ れ る 。  

⑤ 国 内 希 少 野 生 動 植 物 種 は 生 物 多 様 性 条 約 に 基 づ い

て 指 定 さ れ る 。  

Ⅱ ― １ ― １ ３  p Ｈ 計 と ガ ラ ス 電 極 を 用 い た 水 素 イ オ

ン 濃 度 （ ｐ Ｈ ） の 測 定 に 関 す る 次 の 記 述 の う ち 、 正 し

い も の を 選 べ 。  

① ｐ Ｈ 測 定 に 使 用 し た ガ ラ ス 電 極 は 純 水 で よ く 洗 浄

し た 後 、 十 分 乾 燥 し た 状 態 で デ シ ケ ー タ 中 に 保 存 す

る の が よ い 。 乾 燥 保 存 し た ガ ラ ス 電 極 は 、 次 回 の 測
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定 時 に 直 ち に 使 用 す る こ と が で き る 。  

② 工 場 排 水 試 験 方 法 （ J I S ｋ 0 1 0 2 ） で は 、 ｐ Ｈ 標 準 液

と し て 、 し ゅ う 酸 塩 ｐ Ｈ 標 準 液 、 フ タ ル 酸 塩 ｐ Ｈ 標

準 液 、 中 性 り ん 酸 塩 ｐ Ｈ 標 準 液 、 ほ う 酸 塩 ｐ Ｈ 標 準

液 、 炭 酸 塩 ｐ Ｈ 標 準 液 の ５ 種 類 が 採 用 さ れ て い る 。 

③ ｐ Ｈ 計 の 校 正 は ゼ ロ 校 正 と ス パ ン 校 正 で 行 う が 、  

ｐ Ｈ 測 定 法 （ J I S ｋ 8 8 0 2 ） で は 、 ゼ ロ 校 正 に は フ タ

ル 酸 塩 ｐ Ｈ 標 準 液 を 用 い 、 ス パ ン 校 正 に は そ れ 以 外

の ｐ Ｈ 標 準 液 を 測 定 す る 試 料 の ｐ Ｈ 値 に 応 じ て 適

宜 用 い る こ と が 定 め ら れ て い る 。  

④ ｐ Ｈ 測 定 法 （ J I S ｋ 8 8 0 2 ） で は 、 ｐ Ｈ 計 を そ の 性 能

に よ り ３ 形 式 （ Ⅰ 、 Ⅱ 、 Ⅲ ） に 分 類 し て い る が 、 工

場 排 水 試 験 方 法 （ J I S ｋ 0 1 0 2 ） で は 、 こ の う ち 形 式

Ⅲ （ ｐ Ｈ 測 定 の 繰 り 返 し 性 ± 0 . 1 ） の ｐ Ｈ 計 を 使 う こ

と と さ れ て い る 。  

⑤ ｐ Ｈ 計 が １ １ 以 上 の 試 料 の 測 定 で は 、 通 常 の ガ ラ ス

電 極 を 用 い る と ア ル カ リ 誤 差 を 生 じ 、 そ の 測 定 値 が 高

く な る お そ れ が あ る 。 特 に 、 ア ル カ リ 金 属 イ オ ン 濃 度

が 高 い と 誤 差 が 大 き く な る の で 、 ア ル カ リ 誤 差 の 少 な

い 電 極 を 使 用 し た ほ う が よ い 。  

Ⅱ ― １ ― １ ４  環 境 影 響 評 価 に お い て 、 騒 音 振 動 の 環

境 保 全 目 標 値 と し て 環 境 基 準 や 規 制 基 準 を 採 用 し て

い る が 、 次 の う ち お 誤 っ て い る も の を 選 べ 。  

① 騒 音 に 係 る 環 境 基 準  

② 振 動 に 係 る 環 境 基 準  
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③ 航 空 機 騒 音 に 係 る 環 境 基 準  

④ 振 動 規 正 法 に 基 づ く 特 定 工 場 等 の 規 制 基 準  

⑤ 在 来 線 鉄 道 の 新 設 又 は 大 規 模 改 良 に 際 し て の 騒 音

対 策 の 指 針  

Ⅱ ― １ ― １ ５  植 生 図 に は 様 々 な 種 類 が あ る が 、 つ ぎ

の う ち 「 現 在 の ヒ ト の 影 響 か ら 解 放 さ れ て 自 然 に 放 置

さ れ る も の と 仮 定 し た と き 、 そ の 立 地 に 成 立 し う る 自

然 植 生 」 を 表 し た 植 生 図 は ど れ か 。  

① 現 存 植 生 図  ② 原 生 植 生 図  ③ 潜 在 植 生 図  

④ 相 観 植 生 図  ⑤ 植 生 自 然 度 図  

Ⅱ ― １ ― １ ６  水 試 料 の 微 量 成 分 分 析 は 試 料 採 取 後 、

直 ち に 分 析 す る の が 原 則 で あ る が 、 限 ら れ た 時 間 内 に

分 析 で き な い た め 保 存 処 理 を 行 う 場 合 、 そ の 方 法 と し

て 誤 っ て い る も の を 次 の 中 か ら 選 べ 。  

① 溶 存 態 リ ン 化 合 物 の 試 験 に 用 い る 試 料 は 、 採 水 後 速

や か に ろ 過 処 理 を 行 っ た ろ 液 を 試 料 と す る 。 試 料 水

１ Ｌ に つ き ク ロ ロ ホ ル ム 約 ５ m L を 加 え て ０ ～ 1 0 ℃

の 暗 所 に 保 存 す る 。  

② ヘ キ サ ン 抽 出 物 質 を 試 験 す る 試 料 は 、 容 器 の 移 し 替

え や 分 取 を し な い で 、 塩 酸 を 加 え て ｐ Ｈ を ４ 以 下 に

し て 保 存 す る 。  

③ 溶 存 マ ン ガ ン 、 溶 存 鉄 、 ク ロ ム （ 六 価 ）、 な ど を 除

く 多 く の 重 金 属 の 試 験 に 用 い る 試 料 は 、 硝 酸 を 加 え

て ｐ Ｈ を ４ 以 下 に し て 保 存 す る 。  

④ シ ア ン 化 合 物 の 試 験 に 用 い る 試 料 は 、 2 0 % 水 酸 化 ナ
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ト リ ウ ム 溶 液 で ｐ Ｈ を 約 １ ２ と す る 。  

⑤ ク ロ ム （ 六 価 ） を 試 験 に 用 い る 試 料 は 、 共 存 す る 有

機 物 な ど に よ る ク ロ ム （ 三 価 ） へ の 酸 化 を 避 け る た

め 、 そ の ま ま の 状 態 で ガ ラ ス ビ ン に 入 れ て ０ ~ 1 0 ℃

の 暗 所 に 保 存 す る 。  

Ⅱ ― １ ― １ ７  環 境 影 響 評 価 法 に 基 づ き 、 環 境 影 響 評

価 を 実 施 す る 事 業 の 種 類 あ る い は 、 そ の 規 模 等 を 述 べ

た 次 の 記 述 の 中 で 正 し い も の を 選 べ 。  

① 原 子 力 発 電 所 は 、 放 射 性 物 質 を 扱 う 特 殊 性 か ら 、 環

境 影 響 評 価 法 に 基 づ く 環 境 影 響 評 価 を 行 う 事 業 の

対 象 外 で あ る 。  

② 風 力 発 電 所 は 、 出 力 1 , 0 0 0 Ｋ Ｗ 以 上 は 、 第 一 種 事 業

と し て 、 環 境 影 響 評 価 法 に 基 づ く 環 境 影 響 評 価 を 行

う 事 業 で あ る 。  

③ 廃 棄 物 最 終 処 分 場 は 、 3 0 ｈ ａ 以 上 は 、 第 一 種 事 業 と

し て 、 環 境 影 響 評 価 法 に 基 づ く 環 境 影 響 評 価 を 行 う

事 業 で あ る 。 但 し 、 産 業 廃 棄 物 を 含 ま な い 一 般 廃 棄

物 を 対 象 に し た 最 終 処 分 場 は 、 4 0 ｈ a 以 上 が 対 象 と

な る 。  

④ 公 有 水 面 埋 立 法 に よ る 公 有 水 面 の 埋 立 又 は 干 拓 の

事 業 の 面 積 が 5 0 ｈ ａ を 超 え る 事 業 は 、第 一 種 事 業 と

し た 、 環 境 影 響 評 価 法 に 基 づ く 環 境 影 響 評 価 を 行 う

事 業 で あ る 。  

⑤ 幅 員 が 6 . 5 m 、 長 さ が 1 0 ｋ ｍ の 大 規 模 林 道 は 、 第 一

種 事 業 と し て 、 環 境 影 響 評 価 法 に 基 づ く 環 境 影 響 評
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価 を 行 う 事 業 で あ る 。  

Ⅱ ― １ ― １ ８  ダ イ オ キ シ ン 類 に 関 す る 次 の 記 述 の

う ち 、 誤 っ て い る も の を 選 べ 。  

① ヒ ト に 対 す る ダ イ オ キ シ ン 類 の 暴 露 経 路 は 、 食 品 を

通 じ た も の が ほ と ん ど で 、 そ の ほ か 、 大 気 、 水 、 土

壌 か ら 直 接 摂 取 等 の 経 路 が 挙 げ ら れ る 。  

② ダ イ オ キ シ ン 類 に よ る 土 壌 汚 染 の 原 因 の １ つ に 、 枯

れ 葉 剤 と し て ベ ト ナ ム 戦 争 で も 使 わ れ た ２ , ４ , ５ －

Ｔ （ ２ , ４ , ５ － 三 塩 化 フ ェ ノ キ シ 酢 酸 ） の 製 造 過 程

で 副 次 的 に 生 成 さ れ た ２ , ３ , ７ , ８ － テ ト ラ ク ロ ロ

ジ ベ ン ゾ － パ ラ － ジ オ キ シ ン を 土 壌 に 散 布 し た こ

と が 挙 げ ら れ る 。  

③ ダ イ オ キ シ ン 類 は オ ク タ ノ ー ル ／ 水 分 配 係 数（ K o w ）

の 値 が 小 さ い 疎 水 性 物 質 で あ い 、 有 機 物 を 含 む 土 壌

粒 子 に 対 し て 非 常 に 強 く 吸 着 し 、 水 に は は と ん ど 溶

解 し な い 。  

④ ダ イ オ キ シ ン 類 調 査 結 果 の 分 布 を 見 る と 、 土 壌 中 の

ダ イ オ キ シ ン 濃 度 の 多 く は 対 数 正 規 分 布 に 適 合 し 、

高 濃 度 の 土 壌 汚 染 は 局 所 的 で あ る と 見 ら れ る 。  

⑤ 汚 染 土 壌 か ら ダ イ オ キ シ ン 類 を 除 去 す る 対 策 手 法

に は 、 化 学 的 脱 塩 素 化 法 、 熱 分 解 法 、 生 物 学 的 分 解

法 な ど が あ る 。 一 方 、 暴 露 リ ス ク を 防 止 す る と い う

観 点 か ら す れ ば 、 汚 染 土 壌 を 被 覆 す る よ う な 対 策 手

法 も 有 効 で あ る 。  
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Ⅱ ― １ ― １ ９  用 水 ・ 排 水 中 の 微 量 有 機 物 質 の 分 析 に

関 す る 次 の 記 述 の う ち 、 誤 っ て い る も の を 選 べ 。  

① ア ル キ ル フ ェ ノ ー ル 類 の 分 析 に お い て 、 溶 媒 抽 出 法

又 は 固 相 抽 出 法 で 前 処 理 を 行 う 場 合 、 試 料 を 塩 酸

（ １ m o ｌ ） ／ ℓ ） で ｐ Ｈ ２ に 調 整 す る 。  

② ア ジ ピ ン 酸 ビ ス （ ２ － エ チ ル ヘ キ シ ン ） の 分 析 で は 、

測 定 試 料 に フ ル オ ラ ン テ イ ン ― ｄ 1 0 を 加 え ア ジ ピ

ン 酸 ビ ス （ ２ － エ チ ル ヘ キ シ ン ） ― ｄ 8 の 回 収 率 を

求 め 、 回 収 率 が 7 0 ～ 1 3 0 % に あ る こ と を 確 認 す る 。

こ の 範 囲 を 超 過 し た 場 合 は 再 度 試 験 を 行 う 。  

③ フ タ ル 酸 エ ス テ ル 類 の 前 処 理 に お い て 、 溶 媒 抽 出 法

で は 試 料 に サ ロ ゲ ー ト 物 質 と し て の 重 水 素 化 物 及

び 塩 化 ナ ト リ ウ ム を 加 え 、 ヘ キ サ ン を 用 い て 抽 出 す

る 。 固 相 抽 出 法 に お い て は 、 試 料 に サ ロ ゲ ー ト 物 質

と し て 重 水 素 を 加 え 固 相 カ ラ ム 又 は 固 相 デ ィ ス ク

を 用 い 、 酢 酸 エ チ ル で 溶 出 す る 。  

④ ベ ン ゾ フ ェ ノ ン 及 び ア ジ ピ ス 酸 ビ ス （ ２ － エ チ ル ヘ

キ シ ル ） の 前 処 理 法 は ヘ キ サ ン に よ る 溶 媒 抽 出 で あ

り 、 固 相 抽 出 法 は 使 用 し な い 。  

⑤ ビ ス フ ェ ノ ー ル Ａ の 前 処 理 は 溶 媒 抽 出 法 又 は 固 相

抽 出 法 が り 、 抽 出 溶 媒 、 溶 出 溶 媒 は 共 に ジ ク ロ ロ メ

タ ン を 用 い る 。  
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Ⅱ ― １ ― ２ ０  我 が 国 で 見 ら れ る 次 の 動 物 お よ び 植

物 に 関 す る 記 述 の う ち 、 誤 っ て い る も の を 選 べ 。  

① ク マ ゼ ミ は 南 西 諸 島 か ら 本 州 に 分 布 す る 大 型 の セ

ミ で あ る が 、「 身 近 な 生 き も の の 調 査 （ 1 9 9 5 ）」（ 環

境 庁 ） に よ る と 、 分 布 息 が 北 進 し て い る 傾 向 に あ る 。 

② ニ ホ ン カ モ シ カ と ニ ホ ン ジ カ は と も に 草 食 （ 植 食 ）

動 物 で 、 足 跡 や 糞 の 形 が 似 て い る が 、 分 類 上 は 異 な

り 、 ニ ホ ン カ モ シ カ は ウ シ 科 、 ニ ホ ン ジ カ は シ カ 科

で あ る 。  

③ 雑 木 林 の 林 床 や 林 縁 な ど に 生 え る カ タ ク リ は 、 春 に

開 花 し た 後 、 夏 ま で に は 地 上 部 が 消 え 、 次 の 春 ま で

は 地 下 部 の み で 過 ご す 。 こ の よ う な 植 物 は 「 春 植 物 」

（ ス プ リ ン グ ・ エ フ ェ メ ラ ル ） と 呼 ば れ て い る 。  

④ シ ラ カ ン バ は 陽 樹 で 、 伐 採 跡 や 山 火 事 跡 、 あ る い は

失 言 の 周 辺 部 な ど 日 当 た り の 良 い 場 所 に 生 え る 。 林

を 最 初 に つ く る も の 、 と い う 意 味 で 「 開 拓 者 」「 パ

イ オ ニ ア 」 と 呼 ば れ る こ と が あ る 。  

⑤ 黄 色 い 花 が 「 月 」 を 思 わ せ る こ と か ら 、 一 般 に は 「 月

見 草 」 と も 呼 ば れ 親 し ま れ て い る メ マ ツ ヨ イ グ サ や

オ オ マ ツ ヨ イ グ サ は 、 我 が 国 固 有 の 植 物 で あ る 。  
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平 成 １ ７ 年 度 技 術 士 第 二 次 試 験 問 題  

必 須 科 目 （ １ ９ ） 環 境 一 般  

 

Ⅱ ― ２  次 の 問 題 に つ い て 解 答 せ よ 。（ 青 色 の 答 案 用

紙 を 使 用 し 、 ３ 枚 以 内 に ま と め よ 。）  

 

 国 内 外 の 環 境 の 現 状 を 踏 ま え 、 環 境 へ の 負 荷 が 少 な

い 持 続 的 発 展 が 可 能 な 社 会 を 実 現 す る 上 で の 重 要 な

課 題 を 列 挙 し 、 そ の う ち 最 重 要 と 考 え る ２ 課 題 を 選 び 、

そ れ ぞ れ に つ い て 、 解 決 に 向 け た 技 術 及 び 技 術 士 と し

て の 貢 献 の 可 能 性 に つ い て 論 述 せ よ 。  
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平 成 １ ７ 年 度 技 術 士 第 二 次 試 験 問 題  

 

 

選 択 科 目 （ １ ９ － １ ） 環 境 保 全 計 画  

 

Ⅰ ― １  次 の 問 題 に つ い て 解 答 せ よ （ 解 答 用 紙 ６ 枚 以

内 に ま と め よ 。）  

 

 最 近 、 あ な た が 技 術 的 責 任 者 と し て 実 施 し た 国 内 外

の 環 境 保 全 計 画 に 関 す る 業 務 の う ち 、 技 術 士 業 務 と し

て 適 当 と 思 わ れ る 事 例 を ２ つ 挙 げ 、 そ れ ぞ れ の 業 務 ご

と に 以 下 の 項 目 に 従 っ て 論 述 せ よ 。  

（ １ ） 業 務 の 背 景 と 目 的  

（ ２ ） 業 務 の 技 術 的 内 容 と 特 徴  

（ ３ ） 業 務 実 施 時 に お け る 技 術 的 問 題 点 と 、 あ な た が

実 施 し た 対 応 策  

（ ４ ） 現 時 点 で の 業 務 の 評 価 及 び 今 後 の 課 題 と 解 決 策

の 指 針  

 

選 択 科 目 （ １ ９ － ２ ） 環 境 測 定  

 

Ⅰ ― １  次 の 問 題 に つ い て 解 答 せ よ （ 解 答 用 紙 ６ 枚 以

内 に ま と め よ 。）  
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 あ な た が 技 術 的 責 任 者 と し て 実 施 に 行 っ た 業 務 の

う ち 、 環 境 測 定 の 技 術 士 と し て 適 当 と 思 わ れ る 事 例 を

１ つ 挙 げ 、 下 記 の ４ 項 目 に つ い て 論 述 せ よ 。  

（ １ ） 業 務 内 容 と そ の 背 景 お よ び あ な た の 役 割  

（ ２ ） 技 術 的 問 題 点 と そ の 対 応 策  

（ ３ ） あ な た が 行 っ た 技 術 的 対 応 策 に よ る 成 果  

（ ４ ） 今 後 の 技 術 的 課 題 と そ の 解 決 法 に 対 す る 見 解  

 

選 択 科 目 （ １ ９ － ３ ） 自 然 環 境 保 全  

 

Ⅰ ― １  次 の 問 題 に つ い て 解 答 せ よ （ 解 答 用 紙 ６ 枚 以

内 に ま と め よ 。）  

 

 あ な た が 受 験 申 込 書 に 記 入 し た 「 専 門 と す る 事 項 」

に 関 す る 業 務 の う ち 、 技 術 士 と し て ふ さ わ し い と 思 う

も の を ３ つ 挙 げ 、 そ れ ぞ れ の 業 務 の 概 要 を 答 案 用 紙 １

枚 以 内 に 記 せ 。 さ ら に そ の う ち １ つ の 業 務 を 選 び 、 次

の 項 目 に つ い て 詳 述 せ よ 。  

（ １ ） 業 務 の 概 要 お よ び あ な た の 役 割  

（ ２ ） 技 術 的 問 題 点  

（ ３ ） 問 題 点 に 対 す る 解 決 策  

（ ４ ） 現 時 点 に お け る 評 価 と 今 後 の 技 術 的 課 題  
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選 択 科 目 （ １ ９ － ４ ） 環 境 影 響 評 価  

 

Ⅰ ― １  次 の 問 題 に つ い て 解 答 せ よ （ 解 答 用 紙 ６ 枚 以

内 に ま と め よ 。）  

 

あ な た が 環 境 影 響 評 価 の 技 術 的 責 任 者 と し て 実 施

に 携 わ っ た 業 務 の う ち 、 技 術 士 業 務 と し て 適 当 と 思 わ

れ る 事 例 を ２ つ 挙 げ 、（ １ ） の 項 目 に つ い て 述 べ よ 。

次 に 、 そ の う ち １ つ を 取 り 上 げ 、（ ２ ）、（ ３ ）、（ ４ ）

の 項 目 に つ い て 述 べ よ 。  

（ １ ） 業 務 の 概 要  

（ ２ ） そ の 業 務 に お け る 技 術 的 問 題 と 具 体 的 に 講 じ た

対 応 策  

（ ３ ） 現 時 点 で の 評 価  

（ ４ ） 残 さ れ た 課 題 と そ の 解 決 方 策  
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選 択 科 目 （ １ ９ － ４ ） 環 境 影 響 評 価  

 

Ⅰ ― ２  次 の ４ 問 題 の う ち ２ 問 題 を 選 ん で 解 答 せ よ 。

（ 緑 色 の 答 案 用 紙 を 使 用 し 、 問 題 ご と に 用 紙 を 替 え て

解 答 問 題 番 号 を 明 記 し 、 そ れ ぞ れ ３ 枚 以 内 に ま と め

よ 。）  

 

Ⅰ ― ２ ― １  環 境 影 響 評 価 準 備 書 の 作 成 に お い て 、 国

の ガ イ ド ラ イ ン （ 基 本 的 事 項 ） を 踏 ま え 、 環 境 保 全 の

た め の 措 置 を 講 ず る に 際 し て 留 意 す べ き 課 題 に つ い

て 述 べ よ 。  

Ⅰ ― ２ ― ２  道 路 の 新 設 事 業 の 環 境 影 響 評 価 を 実 施

す る に あ た り 、 代 表 的 な 環 境 要 素 で あ る 大 気 環 境 （ 大

気 質 、 騒 音 、 振 動 ） に 関 し 、 次 の 項 目 に つ い て 述 べ よ 。  

（ １ ） 現 況 調 査 手 法 と 留 意 点  

（ ２ ） 予 測 の 手 法 と 留 意 点  

（ ３ ） 評 価 の 手 法 と 留 意 点  

Ⅰ ― ２ ― ３  環 境 影 響 評 価 項 目 の 中 で 、「 環 境 へ の 負

荷 」 と し て 取 り 上 げ ら れ て い る 「 温 室 効 果 ガ ス 等 」 に

関 し 、 そ の 調 査 ・ 予 測 ・ 評 価 の 手 法 と 留 意 す べ き 技 術

的 な 課 題 に つ い て 述 べ よ 。  

Ⅰ ― ２ ― ４  埋 立 事 業 が 干 潟 に 及 ぼ す 環 境 影 響 評 価

を 実 施 す る に あ た り 、 干 潟 の 水 質 浄 化 機 能 に 着 目 し て

調 査 、 予 測 及 び 評 価 を 行 う 場 合 、 生 態 系 モ デ ル を 用 い

た 手 法 に つ い て 述 べ よ 。  


